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○冬の句



風の息調いひ初めし寒九かな



細雪地言葉にある京言葉



暮れ際の膜にも似たるうす氷



ふるさとは時雨ぞよけれ通し土間



霜柱踏む一瞬の奈落かな



風花や桶屋とんとん箍（たが)を打つ



遙かより梟の声投函す



音のみに敏(さと)くをるなり風邪に臥し



新雪へ顔押し当ててゐる若さ



冬星の浮くカクテルを飲み干さん



厳冬の山鳴り音を潜めたり



山眠るとんがり山もべた山も



初冬の激しき雨に明けにけり



大蛸を湯気もろともに持ちありく



冬晴や太古を見つむ埴輪の眼



駅前でバス待つ冬のあたたかし



冬蜂の水平にして低く飛ぶ



浜人の声は腹より冬あたたか



サハリンは祖父の漁場たり冬北斗



トロンボーン伸ばして四温日和かな



粉雪に風の乾いてしまいけり



送られし林檎をしばし部屋の春に



心の師逝かれし便り忘れ霜








○春の句







鉋(かんな)叩つ乾びの音も二月かな



春告げる雪の重さを掻きにけり



近道の畦のやはらか水温む



真夜の地震(ない)静まり雉子の三声かな



芍薬の芽のくれないを讃ふべし



指先に覚えなき傷竹の秋



初音して予感明るき日なりけり



橋幾つくぐりて閉伊の雪解水(ゆきげみず)



寝に入れぬたかぶりにあり雛の夜



北寄貝母の料理におよばねど



淡雪のやうに消えたし刻来れば



うららかや鉋（かんな）が咲かす削り花



頭上過ぐ鳩の旋回菊根分



小春日の日の香をまとひ猫戻る



さりげなく波の置きゆく桜貝



筒鳥のこだまが森を深くせり








○夏の句



一山を映し田水の張られけり



衣更へて昨日に変る風のいろ



芍薬の散り積もらせて夢のあと



海連れて梅雨田に海猫(ごめ)の来たりけり



砂時計刹那さらさら太宰の忌



夏の夜の鏡奥から白むかな



夜明空国盗るさまに草を刈る



日雷(ひがみなり)たしなめらるる筆の綾



蝉時雨寄せて返して黙のこす



芍薬の散りつくしたる芯の紅



夜光虫掬ひこぼさば月のいろ



芍薬の先ず一輪に支柱立つ



曲がるとき友の手を振る夏帽子



梅雨寒を灯して鍜冶屋浜通り



腕ぬっとをとこの浴衣姿かな



白絣父の写真のセピア色



セルを着て裂織帯の母たりし



忘るるは失う事よ忘れな草



かわほりのちっちっと啼いて児等家路



ほととぎす不吉な夢の夜具干さん



夏風邪の窓いっぱいの雲とゐる



黒南風（くろはえ）や休み漁船のたゆたひつ



梅雨寒のギターぼろんと鳴りにけり



当ててみるだけの形見の一重帯



おかげ様は母の口癖滑歯莧(すべりひゆ)



茅葺きの角のきはやか端午の日



兄弟も時には敵手青すぐり



葦切や川は小浜に続きけり



友の来て茗荷盗られし話より



刈り残す草の一叢朝日差す




平成十五年　草笛特別作品

　　夏来る


　フラメンコ床を鳴らして夏来る


　夏の陽の地をかすめたりつばくらめ


　たはむれの夏草の丈児の背丈


　殻脱いで影武者ひとつ沢の蟹


　めいめいの蟹を歩ます廊下かな


　かはほりの啼いて家路をいそかさるる


　見も知らぬ人と笑って祭りかな


　乳いろの氷の器あねいもと


　少年老い易し祭りに児を連れて


　駄菓子やのルビーの指輪片陰（かたかげ）来


　庭岸に浜豌豆の海こひし


　遠来の友を送りぬ夕蟬へ


　お前もか夏の玻璃戸(はりど)に蛙来て


　夜の蟬繙くものに師の句集


　桐咲いて熊の鼻とぞいう岬









○秋の句



武者絵とてどこか詫びしむねぶたかな



ねぶたはね津軽びいどろ家苞(いえづと)に



鬼灯(ほおずき)の燕の語尾をさながらに



秋空の欠片そこここ雨上る



秋暑し夢見る夢を夢の中



うとまれてそこら明るき泡立草



渡舟跡ことに穂草の吹かれゐる



夫料る酢飯を扇ぐ秋うちは



ななかまど沖を遥かに色極め



秋空の澄む程淋し子を想う



孫よりも子に会ひたし空澄めば



名月や父を想へば墨匂う



独り居もなれて新米一人握り



おほむねは海へ向く墓草の花



枯木山吾が青春に谺(こだま)なし



秋も最中やパソコンに虚子の声



行く秋のキー打つ音のたどたどと



影法師先に歩ませ秋深し



邯鄲（かんたん）の声澄む時のうすみどり



蜑（あま）が家の庇に乾ぶたうがらし



いまもなほ花見ずじまい一位の実



枦（はぜ）落葉かさりと猫の身構へる



白壁の土蔵の暮るる懸大根



水澄めり雑魚にも影の一つづつ



台風の来そうで来ない潮見表



通草（あけび）もぐ流れに足をとられつつ



解体をまぬがれて今蔦館



我先に銀杏紅葉の地に着けり



のわきといふ名の猫の愛らしき







　平成三十年一月に亡くなった母、好子の遺品の中のメモや、掲載誌の切り抜きから生涯の趣味にしていた俳句を拾い、季語をたよりに季節別に並べました。母にとっては最良の選句ではないと思いますが、何か形で残したく。
　母の句をほとんど読んだ事もなかったのですが、こうして眺めてみるとどれも、けれん味のある凝った句ばかりでその深さに驚きました。ただの十七文字をここまで練れるものなのか。作家としての母の一面にふれ、ただただ俳句と戯れ、楽しんでいる様が体感できました。どうか、母の生きた四季を味わっていただければ幸いです。
　編者　千崎達也
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